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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　複数の当社社員による過年度にわたる商品等の不正流用が判明したため、当該内容につき調査した結果、売上原価及び販売費

及び一般管理費の過大計上が判明いたしましたので連結財務諸表及び財務諸表の記載内容の見直しを行いました。

　その結果、当中間連結会計期間の中間連結損益計算書においては、売上原価13,845千円、販売費及び一般管理費395千円の減

少、営業外費用14,952千円の増加により税金等調整前中間純損益が712千円、中間純損益が712千円それぞれ減少しました。中間

連結貸借対照表においては、未払消費税が712千円増加しました。同時に、中間財務諸表等におきましても、対応する同様の項目

において増減が発生しております。

　これらを訂正するため、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　なお、訂正後の中間連結財務諸表及び中間財務諸表につきましては、監査法人トーマツにより中間監査を受けており、その中

間監査報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1）連結経営指標等

(2）提出会社の経営指標等

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1）業績

第５　経理の状況

２　監査証明について

１　中間連結財務諸表等

(1）中間連結財務諸表

①　中間連結貸借対照表

②　中間連結損益計算書

③　中間連結株主資本等変動計算書

④　中間連結キャッシュ・フロー計算書

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

注記事項

（中間連結損益計算書関係）

（セグメント情報）

事業の種類別セグメント情報

（１株当たり情報）

２　中間財務諸表等

(1）中間財務諸表

①　中間貸借対照表

②　中間損益計算書

③　中間株主資本等変動計算書

中間財務諸表作成の基本となる重要な事項の変更

注記事項

（中間損益計算書関係）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】
 

第１【企業の概況】
 

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

　　（訂正後）

回次 第26期中 第27期中 第28期中 第26期 第27期

会計期間

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成19年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

自平成18年
４月１日
至平成19年
３月31日

売上高（百万円） 14,730 13,067 15,520 27,500 26,216

経常利益又は経常損失（△）
（百万円）

855 △1,178 △640 14 △2,012

中間（当期）純利益又は中間
（当期）純損失（△）
（百万円）

1,320 △1,121 △611 1,063 △1,390

純資産額（百万円） 9,694 8,737 7,675 9,565 8,535

総資産額（百万円） 17,350 17,917 18,899 17,019 17,892

１株当たり純資産額（円） 699.84 576.62 498.88 687.97 556.80

１株当たり中間（当期）純利
益金額又は中間（当期）純損
失金額（△）（円）

95.39 △81.14 △44.39 74.87 △100.85

潜在株式調整後１株当たり中
間（当期）純利益金額（円）

94.69 － － 74.07 －

自己資本比率（％） 55.9 44.3 36.3 56.2 42.8

営業活動によるキャッシュ・
フロー（百万円）

△1,910 △1,048 △650 △2,819 △1,496

投資活動によるキャッシュ・
フロー（百万円）

1,469 △1,022 △389 477 △1,070

財務活動によるキャッシュ・
フロー（百万円）

△777 2,230 △524 △752 1,905

現金及び現金同等物の中間期
末（期末）残高（百万円）

6,126 4,422 2,041 4,262 3,608

従業員数
［外、平均臨時雇用者数］
（人）

1,300
[154]

1,114
[100]

1,187
[82]

1,136
[122]

1,033
[62]

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．純資産額の算定にあたり、第27期中より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５

号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号）を

適用しております。

３．第27期中、第28期中及び第27期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、新株予約権を発

行しておりますが、１株当たり中間（当期）純損失が計上されているため記載しておりません。
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(2）提出会社の経営指標等

　　（訂正後）

回次 第26期中 第27期中 第28期中 第26期 第27期

会計期間

自平成17年
４月１日
至平成17年
９月30日

自平成18年
４月１日
至平成18年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成19年
９月30日

自平成17年
４月１日
至平成18年
３月31日

自平成18年
４月１日
至平成19年
３月31日

売上高（百万円） 9,079 6,666 6,609 15,853 13,057

経常利益又は経常損失（△）
（百万円）

936 △491 △178 34 △1,087

中間（当期）純利益又は中間
（当期）純損失（△）
（百万円）

1,280 △625 △200 738 △1,007

資本金（百万円） 4,145 4,150 4,150 4,150 4,150

発行済株式総数（株） 13,852,81113,866,31113,866,31113,866,31113,866,311

純資産額（百万円） 13,119 11,594 10,792 12,699 11,160

総資産額（百万円） 18,704 17,686 17,192 17,667 17,528

１株当たり純資産額（円） 947.04 842.37 784.08 915.86 810.79

１株当たり中間（当期）純利
益金額又は中間（当期）純損
失金額（△）（円）

92.47 △45.26 △14.56 53.30 △73.06

潜在株式調整後１株当たり中
間（当期）純利益金額（円）

92.08 － － 53.12 －

１株当たり配当額（円） － － － 20.00 20.00

自己資本比率（％） 70.1 65.6 62.8 71.9 63.7

従業員数
［外、平均臨時雇用者数］
（人）

965
[76]

741
[23]

668
[12]

819
[72]

657
[18]

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．第27期中、第28期中及び第27期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、新株予約権を発

行しておりますが、１株当たり中間（当期）純損失が計上されているため記載しておりません。
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第２【事業の状況】
 

１【業績等の概要】

(1）業績

　　（訂正後）

　　（前略）

　なお、当中間連結会計期間の連結業績は、機器関連の電話機の販売が予想以上に伸び悩んだものの、（株）リンクアップを

期中に子会社化したことによる通信サービス等の増加や、注力したＷｅｂ関連が順調に推移した結果、売上高は15,520百万

円（前年同期比18.8％増）となりました。利益面では比較的収益性の高い電話機の販売が前年同期比減少したこと等により

売上総利益が4,352百万円（前年同期比7.1％増）に留まったことで、引き続き固定費の圧縮に取り組んだものの、営業損失

492百万円（前年同期は営業損失1,105百万円）、経常損失640百万円（前年同期は経常損失1,178百万円）、中間純損失611百

万円（前年同期は中間純損失1,121百万円）となりました。

　なお、事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。

　セグメント別売上高に関しましては、機器関連売上高は5,173百万円となり前年同期比4.3％の減少となりました。主な内訳

は電話機が2,147百万円、複写機等が2,351百万円、パーソナルコンピュータが595百万円であります。

　電話機に関しては、リース販売の事業環境は徐々に持ち直すと見込んでおりましたが、予想に反して低迷が続いたことで、

前年同期比18.0％の減少となりました。

　複写機等に関しては、業務用は業界全体で見ると引き続きモノクロ機は前年同期比で減少しておりますが、カラー対応機は

堅調に推移しており、当社はカラー対応機の販売比率が高いこと、及び当中間連結会計期間に子会社化した（株）電販の寄

与もあり、前年同期比5.1％増加しております。

　この結果、営業損失は14百万円（前年同期は営業損失729百万円）となりました。

　　（後略）
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第５【経理の状況】
 

２　監査証明について

　　（訂正後）

　当社は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）

の中間連結財務諸表及び前中間会計期間（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）の中間財務諸表について、並び

に、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間連結会計期間（平成19年４月１日から平成19年９月30日ま

で）の中間連結財務諸表及び当中間会計期間（平成19年４月１日から平成19年９月30日まで）の中間財務諸表について、監

査法人トーマツによる中間監査を受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正後の中間連

結財務諸表及び中間財務諸表について、監査法人トーマツにより中間監査を受けており、改めて中間監査報告書を受領して

おります。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

　　（訂正後）

  
前中間連結会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間連結会計期間末
（平成19年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金 ※２  4,088,547  2,100,351  3,610,963 

２．受取手形及び売掛
金

※３  3,617,359  4,554,153  3,977,893 

３．有価証券   336,330  －   －  

４．たな卸資産   429,386  1,035,491  398,755 

５．繰延税金資産   327,746  286,350  310,973 

６．その他   1,026,662  1,600,955  1,216,643 

貸倒引当金   △78,488  △60,248  △65,250 

流動資産合計   9,747,54454.4  9,517,05550.4  9,449,97952.8

Ⅱ　固定資産           

(1）有形固定資産 ※１  1,237,416  1,217,575  1,213,005 

(2）無形固定資産           

１．のれん  －   1,169,644   －   

２．営業権  578,004   523,816   559,941   

３．ソフトウェア  747,413   681,888   788,918   

４．その他  122,4231,447,840 146,3372,521,687 111,3251,460,186 

(3）投資その他の資産           

１．投資有価証券 ※2.44,561,224   4,803,998   4,857,093   

２．差入保証金 ※２ 654,512   732,712   620,630   

３．繰延税金資産  12,863   8,947   2,803   

４．その他  468,558   723,686   517,829   

貸倒引当金  △162,969   △183,949   △168,396   

投資損失引当金  △50,0005,484,189 △442,0325,643,363 △60,5005,769,459 

固定資産合計   8,169,44645.6  9,382,62649.6  8,442,65147.2

Ⅲ　繰延資産   100 0.0  77 0.0  89 0.0

資産合計   17,917,091100.0  18,899,759100.0  17,892,720100.0
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前中間連結会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間連結会計期間末
（平成19年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．支払手形及び買掛
金

※２  2,718,924  3,276,214  3,089,323 

２．短期借入金 ※２  3,033,200  2,369,778  2,759,539 

３．未払金   1,026,776  1,180,909  1,122,765 

４．未払費用   662,391  615,548  641,864 

５．未払法人税等   51,828  66,600  55,477 

６．預り担保金 ※４  －   950,000  －  

７．その他 ※２  182,855  903,119  198,869 

流動負債合計   7,675,97642.8  9,362,17049.5  7,867,83944.0

Ⅱ　固定負債           

１．長期借入金 ※２  67,200  295,135  50,300 

２．繰延税金負債   371,787  366,945  312,093 

３．退職給付引当金   1,064,395  1,177,967  1,127,279 

４．その他   346   21,966  －  

固定負債合計   1,503,7298.4  1,862,0149.9  1,489,6738.3

負債合計   9,179,70651.2  11,224,18559.4  9,357,51352.3

           

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１　資本金   4,150,29423.2  4,150,29422.0  4,150,29423.2

２　資本剰余金   4,014,29422.4  4,014,29421.2  4,014,29422.4

３　利益剰余金   △1,486,882△8.3  △2,643,442△14.0  △1,756,566△9.8

４　自己株式   △62,352△0.4  △62,352△0.3  △62,352△0.3

株主資本合計   6,615,35436.9  5,458,79428.9  6,345,67035.5

Ⅱ　評価・換算差額等           

１　その他有価証券評
価差額金

  1,319,1527.4  1,392,8647.4  1,308,1207.3

２　為替換算調整勘定   2,3660.0  15,0730.1  10,1920.1

評価・換算差額等合
計

  1,321,5187.4  1,407,9387.5  1,318,3127.4

Ⅲ　新株予約権   989 0.0  6,6290.0  7,8530.0

Ⅳ　少数株主持分   799,5204.5  802,2114.2  863,3704.8

純資産合計   8,737,38448.8  7,675,57440.6  8,535,20747.7

負債純資産合計   17,917,091100.0  18,899,759100.0  17,892,720100.0
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②【中間連結損益計算書】

　　（訂正後）

  
前中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   13,067,893100.0  15,520,906100.0  26,216,147100.0

Ⅱ　売上原価   9,004,70468.9  11,168,84372.0  18,103,41469.1

売上総利益   4,063,18931.1  4,352,06328.0  8,112,73230.9

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

※１  5,168,70739.6  4,844,15231.2  9,991,61338.1

営業損失   1,105,518△8.5  492,089△3.2  1,878,880△7.2

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  8,819   10,113   20,518   

２．受取配当金  669   3,708   1,214   

３．受取保険配当金  7,415   9,125   10,766   

４．為替差益  1,082   1,986   －   

５．その他  13,18831,1760.3 20,83245,7660.3 20,66453,1640.2

Ⅴ　営業外費用           

１．支払利息  9,263   30,093   24,655   

２．持分法による投資
損失

 72,314   127,253   90,235   

３．株式交付費  287   1,021   4,293   

４．不正流用損失  15,958   14,240   39,484   

５．その他  5,843103,6680.8 22,056194,6641.2 27,652186,3200.7

経常損失   1,178,010△9.0  640,986△4.1  2,012,037△7.7

Ⅵ　特別利益           

１．投資有価証券売却
益

 4,900   515,537   575,907   

２．子会社株式売却益  3,092   －   276,386   

３．持分変動利益  8,523   13,133   14,614   

４．貸倒引当金戻入益  4,810   －   －   

５．その他  318 21,6440.2 4,283532,9553.4 2,286869,1943.3
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前中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅶ　特別損失           

１．過年度保守売上修
正損

 －   128,165   －   

２．固定資産除売却損 ※２ 30,262   43,032   45,473   

３．減損損失 ※３ 2,368   －   7,691   

４．投資損失引当金繰
入額

 －   375,876   －   

５．過年度不正流用損
失

※４ 1,149   －   1,149   

６．その他  763 34,5430.3 18,552565,6263.6 235,995290,3101.1

税金等調整前中間
（当期）純損失

  1,190,909△9.1  673,658△4.3  1,433,152△5.5

法人税、住民税及
び事業税

 16,941   45,231   30,628   

過年度法人税等戻
入額

 －   △10,346   △18,250   

法人税等調整額  △188,932△171,990△1.3 1,036 35,9220.2△185,249△172,870△0.7

少数株主利益又は
少数株主損失
（△）

  102,1710.8  △98,575△0.6  130,4920.5

中間（当期）純損
失

  1,121,090△8.6  611,004△3.9  1,390,775△5.3
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

　　（訂正後）

前中間連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日　残高（千円） 4,150,2944,014,294 △62,864 △87 8,101,638

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当（注）   △277,324  △277,324

役員賞与（注）   △26,007  △26,007

連結除外に伴う剰余金の加算   404  404

中間純損失   △1,121,090  △1,121,090

自己株式の取得    △62,264 △62,264

株主資本以外の項目の中間連結会
計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － △1,424,018 △62,264 △1,486,283

平成18年９月30日　残高（千円） 4,150,2944,014,294△1,486,882 △62,352 6,615,354

      

 

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

評価・換算差額
等合計

平成18年３月31日　残高（千円） 1,461,402 2,556 1,463,959 － 745,71510,311,312

中間連結会計期間中の変動額       

剰余金の配当（注）      △277,324

役員賞与（注）      △26,007

連結除外に伴う剰余金の加算      404

中間純損失      △1,121,090

自己株式の取得      △62,264

株主資本以外の項目の中間連結会
計期間中の変動額（純額）

△142,250 △189 △142,440 989 53,805△87,644

中間連結会計期間中の変動額合計
（千円）

△142,250 △189 △142,440 989 53,805△1,573,927

平成18年９月30日　残高（千円） 1,319,152 2,366 1,321,518 989 799,5208,737,384

       

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日　残高（千円） 4,150,2944,014,294△1,756,566 △62,352 6,345,670

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当   △275,288  △275,288

連結除外に伴う剰余金の減算   △582  △582

中間純損失   △611,004  △611,004

株主資本以外の項目の中間連結会
計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － △886,876 － △886,876

平成19年９月30日　残高（千円） 4,150,2944,014,294△2,643,442 △62,352 5,458,794

      

 

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

評価・換算差額
等合計

平成19年３月31日　残高（千円） 1,308,120 10,192 1,318,3127,853 863,3708,535,207

中間連結会計期間中の変動額       

剰余金の配当      △275,288

連結除外に伴う剰余金の減算      △582

中間純損失      △611,004

株主資本以外の項目の中間連結会
計期間中の変動額（純額）

84,744 4,881 89,626 △1,224 △61,159 27,242

中間連結会計期間中の変動額合計
（千円）

84,744 4,881 89,626 △1,224 △61,159△859,633

平成19年９月30日　残高（千円） 1,392,864 15,073 1,407,9386,629 802,2117,675,574
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前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日　残高（千円） 4,150,2944,014,294 △62,864 △87 8,101,638

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当（注）   △277,324  △277,324

役員賞与（注）   △26,007  △26,007

連結除外に伴う剰余金の加算   404  404

当期純損失   △1,390,775  △1,390,775

自己株式の取得    △62,264 △62,264

株主資本以外の項目の連結会計年
度中の変動額（純額）

     

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

－ － △1,693,702 △62,264 △1,755,968

平成19年３月31日　残高（千円） 4,150,2944,014,294△1,756,566 △62,352 6,345,670

      

 

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

評価・換算差額
等合計

平成18年３月31日　残高（千円） 1,461,402 2,556 1,463,959 － 745,71510,311,312

連結会計年度中の変動額       

剰余金の配当（注）      △277,324

役員賞与（注）      △26,007

連結除外に伴う剰余金の加算      404

当期純損失      △1,390,775

自己株式の取得      △62,264

株主資本以外の項目の連結会計年
度中の変動額（純額）

△153,282 7,635 △145,646 7,853 117,655△20,137

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

△153,282 7,635 △145,646 7,853 117,655△1,776,104

平成19年３月31日　残高（千円） 1,308,120 10,192 1,318,3127,853 863,3708,535,207

       

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正後）

  
前中間連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

    

税金等調整前中間（当期）純
損失

 △1,190,909 △673,658 △1,433,152

減価償却費  153,038 260,765 387,781

のれん償却額  2,482 44,999 7,448

持分法による投資損失  72,314 127,253 90,235

持分変動利益  △8,523 △13,133 △14,614

貸倒引当金の増加額  16,300 9,846 8,489

退職給付引当金の増加額  65,219 50,687 128,103

投資損失引当金の増加額  － 375,876 －

未払金の増加額（△減少額）  △306,271 25,506 △115,595

未払費用の増加額（△減少
額）

 15,177 △53,181 －

前受金の増加額（△減少額）  △26,138 577,312 2,337

受取利息及び受取配当金  △9,489 △13,822 △21,733

支払利息  9,263 30,093 24,655

投資有価証券売却益  － △515,537 △575,907

子会社株式売却益  △3,092 － △276,386

固定資産除売却損  30,262 43,032 45,473

減損損失  2,368 － 7,691

売上債権の減少額（△増加
額）

 571,976 △13,046 211,442

たな卸資産の減少額（△増加
額）

 17,102 △498,823 48,273

仕入債務の増加額  △383,264 △368,856 △12,865

役員賞与の支払額  △33,000 － △33,000

その他  43,031 △4,651 129,548

小計  △962,150 △609,336 △1,391,773

利息及び配当金の受取額  7,882 13,938 17,165

利息の支払額  △9,573 △34,478 △25,884

法人税等の支払額  △84,296 △20,455 △96,305

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

 △1,048,138 △650,332 △1,496,798

　　（後略）
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

　　（訂正後）

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準）

――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準）

　当中間連結会計期間より、「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準」（企業会

計基準第５号　平成17年12月９日）及び「貸

借対照表の純資産の部の表示に関する会計基

準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第

８号　平成17年12月９日）を適用しておりま

す。これによる損益に与える影響はありませ

ん。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する

金額は7,936,873千円であります。

　中間連結財務諸表規則の改正により当中間

連結会計期間における中間連結財務諸表は、

改正後の中間連結財務諸表規則により作成し

ております。

 　当連結会計年度より、「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準第

５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準等の適用指針」（企業会計

基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準

適用指針第８号）を適用しております。これ

による損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する

金額は7,663,983千円であります。

　連結財務諸表規則の改正により当連結会計

年度における連結財務諸表は改正後の連結財

務諸表規則により作成しております。

（後略） （後略） （後略）
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注記事項

（中間連結損益計算書関係）

　　（訂正後）

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

（前略） （前略） （前略）

※４　過年度不正流用損失 ――――― ※４　過年度不正流用損失

　当社社員による会社資産の横領に伴い、

平成13年３月31日終了連結会計年度から

前連結会計年度までの各連結会計年度の

連結財務諸表に対して、売上原価の振替

及び消費税の修正を必要とする影響が生

じておりますが、その金額が僅少である

ため、未払過年度消費税1,149千円及び過

年度不正流用損失1,149千円を当中間連

結会計期間に一括計上して訂正しており

ます。

　なお、各連結会計年度における要訂正額

の内訳は以下のとおりであります。

 　当社社員による会社資産の横領に伴い、

平成13年３月31日終了連結会計年度から

前連結会計年度までの各連結会計年度の

連結財務諸表に対して、売上原価の振替

及び消費税の修正を必要とする影響が生

じておりますが、その金額が僅少である

ため、未払過年度消費税1,149千円及び過

年度不正流用損失1,149千円を当連結会

計年度に一括計上して訂正しておりま

す。

　なお、各連結会計年度における要訂正額

の内訳は以下のとおりであります。

過年度売上原価訂正額  過年度売上原価訂正額

 

平成13年３月期 △461　千円

平成14年３月期 △2,168　千円

平成15年３月期 △6,509　千円

平成16年３月期 △8,765　千円

平成17年３月期 △21,312　千円

平成18年３月期 △22,998　千円

計 △62,215　千円

　

  

平成13年３月期 △461　千円

平成14年３月期 △2,168　千円

平成15年３月期 △6,509　千円

平成16年３月期 △8,765　千円

平成17年３月期 △21,312　千円

平成18年３月期 △22,998　千円

計 △62,215　千円

　

過年度不正流用損失  過年度不正流用損失

 

平成13年３月期 461　千円

平成14年３月期 2,168　千円

平成15年３月期 6,509　千円

平成16年３月期 8,765　千円

平成17年３月期 21,312　千円

平成18年３月期 22,998　千円

計 62,215　千円

　

  

平成13年３月期 461　千円

平成14年３月期 2,168　千円

平成15年３月期 6,509　千円

平成16年３月期 8,765　千円

平成17年３月期 21,312　千円

平成18年３月期 22,998　千円

計 62,215　千円

　

過年度消費税訂正額  過年度消費税訂正額

 

平成18年３月期 1,149　千円

計 1,149　千円

　

  

平成18年３月期 1,149　千円

計 1,149　千円
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　（訂正後）

前中間連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 
機器関連事業
（千円）

ネットワーク
関連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 5,408,0697,659,82313,067,893 － 13,067,893

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

138,774217,164355,938(355,938) －

計 5,546,8437,876,98713,423,831(355,938)13,067,893

営業費用 6,276,2798,253,07014,529,350(355,938)14,173,411

営業損失 729,435376,0821,105,518 － 1,105,518

 

当中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

 
機器関連事業
（千円）

ネットワーク
関連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 5,173,90710,346,99815,520,906 － 15,520,906

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

39,071 77,375 116,446(116,446) －

計 5,212,97910,424,37415,637,353(116,446)15,520,906

営業費用 5,227,58810,901,85416,129,443(116,446)16,012,996

営業損失 14,608 477,480492,089 － 492,089

 

前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 
機器関連事業
（千円）

ネットワーク
関連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 10,375,36815,840,77826,216,147 － 26,216,147

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

201,840368,795570,636(570,636) －

計 10,577,20916,209,57426,786,783(570,636)26,216,147

営業費用 11,667,84716,997,81628,665,664(570,636)28,095,028

営業損失 1,090,638788,2421,878,880 － 1,878,880

　　（後略）
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（１株当たり情報）

　　（訂正後）

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

　

１株当たり純資産額 576.62円

１株当たり中間純損失金額 81.14円

　

　

１株当たり純資産額 498.88円

１株当たり中間純損失金額 44.39円

　

　

１株当たり純資産額 556.80円

１株当たり純損失金額 100.85円

　

　潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額

については、１株当たり中間純損失が計上さ

れているため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額

については、１株当たり中間純損失が計上さ

れているため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

については、１株当たり当期純損失が計上さ

れているため記載しておりません。

　（注）　１株当たり中間（当期）純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１株当たり中間（当期）純損失金額    

中間（当期）純損失（千円） 1,121,090 611,004 1,390,775

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純損失（千円） 1,121,090 611,004 1,390,775

期中平均株式数（株） 13,816,709 13,764,430 13,790,995

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間（当期）純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式の概要

新株予約権３種類（新株予

約権の数は2,681個）

概要は「第４　提出会社の

状況、１　株式等の状況、

(2）新株予約権等の状況」

に記載のとおりでありま

す。

新株予約権４種類（新株予

約権の数は2,352個）

概要は「第４　提出会社の

状況、１　株式等の状況、

(2）新株予約権等の状況」

に記載のとおりでありま

す。（注）

新株予約権４種類（新株予

約権の数は2,636個）

概要は「第４　提出会社の

状況、１　株式等の状況、

(2）新株予約権等の状況」

に記載のとおりでありま

す。

　　（後略）
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　　（訂正後）

  
前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金 ※２ 2,235,664   999,216   1,613,333   

２．受取手形 ※４ 54,950   19,629   19,410   

３．売掛金  1,661,127   1,609,837   1,865,963   

４．たな卸資産  243,149   273,423   253,864   

５．繰延税金資産  101,592   76,277   95,940   

６．未収入金  573,918   528,286   600,533   

７．短期貸付金  846,925   2,115,968   1,261,118   

８．その他  428,070   379,216   432,536   

貸倒引当金  △54,032   △61,147   △57,847   

流動資産合計   6,091,36734.4  5,940,70834.6  6,084,85134.7

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産 ※１ 542,404   443,943   491,263   

２．無形固定資産  900,803   893,411   940,880   

３．投資その他の資産           

(1）投資有価証券 ※2.59,619,089   9,795,082   9,392,469   

(2）その他  1,026,548   784,409   1,022,048   

貸倒引当金  △343,336   △128,304   △342,647   

投資損失引当金  △150,000   △536,376   △60,500   

投資その他の資産
合計

 10,152,302   9,914,811   10,011,370   

固定資産合計   11,595,51065.6  11,252,16665.4  11,443,51465.3

資産合計   17,686,877100.0  17,192,874100.0  17,528,366100.0
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前中間会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間会計期間末
（平成19年９月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．買掛金 ※２ 1,251,341   1,279,930   1,494,105   

２．短期借入金  2,100,000   1,300,000   2,000,000   

３．１年内返済予定の
長期借入金

※２ 33,200   33,200   33,200   

４．未払金  693,700   784,394   847,644   

５．未払法人税等  42,537   31,986   41,472   

６．預り担保金 ※５ －   950,000   －   

７．その他  629,328   612,537   626,652   

流動負債合計   4,750,10826.8  4,992,04829.0  5,043,07528.8

Ⅱ　固定負債           

１．長期借入金 ※２ 66,800   33,600   50,200   

２．繰延税金負債  314,753   310,225   255,651   

３．退職給付引当金  960,478   1,064,519   1,019,422   

固定負債合計   1,342,0327.6  1,408,3448.2  1,325,2747.5

負債合計   6,092,14034.4  6,400,39337.2  6,368,34936.3

           

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   4,150,29423.5  4,150,29424.1  4,150,29423.7

２．資本剰余金           

(1）資本準備金  4,014,294   4,014,294   4,014,294   

資本剰余金合計   4,014,29422.7  4,014,29423.4  4,014,29422.9

３．利益剰余金           

(1）利益準備金  205,893   205,893   205,893   

(2）その他利益剰余
金

          

別途積立金  1,000,000   1,000,000   1,000,000   

繰越利益剰余金  952,479   94,421   570,164   

利益剰余金合計   2,158,37212.2  1,300,3147.6  1,776,05710.1

４．自己株式   △62,352△0.4  △62,352△0.4  △62,352△0.3

株主資本合計   10,260,61058.0  9,402,55254.7  9,878,29556.4

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評
価差額金

  1,334,1267.6  1,389,9298.1  1,281,7217.3

評価・換算差額等合
計

  1,334,1267.6  1,389,9298.1  1,281,7217.3

純資産合計   11,594,73665.6  10,792,48162.8  11,160,01663.7

負債純資産合計   17,686,877100.0  17,192,874100.0  17,528,366100.0
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②【中間損益計算書】

　　（訂正後）

  
前中間会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   6,666,763100.0  6,609,105100.0  13,057,245100.0

Ⅱ　売上原価 ※１  4,008,97560.1  3,737,34256.5  7,814,80659.9

売上総利益   2,657,78739.9  2,871,76243.5  5,242,43940.1

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

※１  3,346,12250.2  3,179,55048.2  6,628,17750.7

営業損失   688,335△10.3  307,788△4.7  1,385,738△10.6

Ⅳ　営業外収益 ※２  223,5343.3  178,7632.7  376,7652.9

Ⅴ　営業外費用 ※３  26,9240.4  49,0480.7  78,9020.6

経常損失   491,725△7.4  178,073△2.7  1,087,875△8.3

Ⅵ　特別利益 ※４  318 0.0  515,5377.8  734,9845.6

Ⅶ　特別損失
※5.6
7.8

 132,7172.0  533,9798.1  678,4445.2

税引前中間（当
期）純損失

  624,124△9.4  196,515△3.0  1,031,334△7.9

法人税、住民税及
び事業税

 12,330   14,286   23,182   

過年度法人税等戻
入額

 －   △10,346   △18,250   

法人税等調整額  △11,168 1,1610.0 － 3,9390.0 △28,665△23,733△0.2

中間（当期）純損
失

  625,286△9.4  200,454△3.0  1,007,601△7.7
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③【中間株主資本等変動計算書】

　　（訂正後）

前中間会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年９月30日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年３月31日
残高（千円）

4,150,2944,014,2944,014,294205,8931,000,0001,855,0903,060,983△8711,225,485

中間会計期間中の変動
額

         

剰余金の配当（注）      △277,324△277,324  △277,324

中間純損失      △625,286△625,286  △625,286

自己株式の取得        △62,264△62,264

株主資本以外の項目
の中間会計期間中の
変動額（純額）

         

中間会計期間中の変動
額合計（千円）

－ － － － － △902,611△902,611△62,264△964,875

平成18年９月30日
残高（千円）

4,150,2944,014,2944,014,294205,8931,000,000952,4792,158,372△62,35210,260,610

          

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年３月31日
残高（千円）

1,473,9811,473,98112,699,467

中間会計期間中の変動
額

   

剰余金の配当（注）   △277,324

中間純損失   △625,286

自己株式の取得   △62,264

株主資本以外の項目
の中間会計期間中の
変動額（純額）

△139,854△139,854△139,854

中間会計期間中の変動
額合計（千円）

△139,854△139,854△1,104,730

平成18年９月30日
残高（千円）

1,334,1261,334,12611,594,736

    

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当中間会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年３月31日
残高（千円）

4,150,2944,014,2944,014,294205,8931,000,000570,1641,776,057△62,3529,878,295

中間会計期間中の変動
額

         

剰余金の配当      △275,288△275,288  △275,288

中間純損失      △200,454△200,454  △200,454

株主資本以外の項目
の中間会計期間中の
変動額（純額）

         

中間会計期間中の変動
額合計（千円）

－ － － － － △475,743△475,743 － △475,743

平成19年９月30日
残高（千円）

4,150,2944,014,2944,014,294205,8931,000,00094,4211,300,314△62,3529,402,552

          

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成19年３月31日
残高（千円）

1,281,7211,281,72111,160,016

中間会計期間中の変動
額

   

剰余金の配当   △275,288

中間純損失   △200,454

株主資本以外の項目
の中間会計期間中の
変動額（純額）

108,208 108,208108,208

中間会計期間中の変動
額合計（千円）

108,208 108,208△367,535

平成19年９月30日
残高（千円）

1,389,9291,389,92910,792,481
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前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年３月31日
残高（千円）

4,150,2944,014,2944,014,294205,8931,000,0001,855,0903,060,983△8711,225,485

事業年度中の変動額          

剰余金の配当（注）      △277,324△277,324  △277,324

当期純損失      △1,007,601△1,007,601  △1,007,601

自己株式の取得        △62,264△62,264

株主資本以外の項目
の事業年度中の変動
額（純額）

         

事業年度中の変動額合
計（千円）

－ － － － － △1,284,926△1,284,926△62,264△1,347,190

平成19年３月31日
残高（千円）

4,150,2944,014,2944,014,294205,8931,000,000570,1641,776,057△62,3529,878,295

          

 

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年３月31日
残高（千円）

1,473,9811,473,98112,699,467

事業年度中の変動額    

剰余金の配当（注）   △277,324

当期純損失   △1,007,601

自己株式の取得   △62,264

株主資本以外の項目
の事業年度中の変動
額（純額）

△192,260△192,260△192,260

事業年度中の変動額合
計（千円）

△192,260△192,260△1,539,450

平成19年３月31日
残高（千円）

1,281,7211,281,72111,160,016

    

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項の変更

　　（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等）

――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等）

　当中間会計期間から「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準第

５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準等の適用指針」（企業会計

基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準

適用指針第８号）を適用しております。これ

による損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する

金額は11,594,736千円であります。中間財務

諸表等規則の改正により当中間会計期間にお

ける中間財務諸表は、改正後の中間財務諸表

等規則により作成しております。

 　当事業年度より「貸借対照表の純資産の部

の表示に関する会計基準」（企業会計基準委

員会　平成17年12月９日　企業会計基準第５

号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適

用指針第８号）を適用しております。これに

よる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する

金額は11,160,016千円であります。財務諸表

等規則の改正により当事業年度における財務

諸表は、改正後の財務諸表等規則により作成

しております。
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注記事項

（中間損益計算書関係）

　　（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※１　減価償却実施額 ※１　減価償却実施額 ※１　減価償却実施額

 

有形固定資産 54,870千円

無形固定資産 18,978千円

　

 

有形固定資産 56,427千円

無形固定資産 79,382千円

　

 

有形固定資産 119,079千円

無形固定資産 84,097千円

　

※２　営業外収益の主要項目 ※２　営業外収益の主要項目 ※２　営業外収益の主要項目

 

受取利息 4,475千円

受取配当金 202,149千円

　

 

受取利息 24,597千円

受取配当金 134,605千円

　

 

受取利息 16,145千円

受取配当金 333,479千円

　

※３　営業外費用の主要項目 ※３　営業外費用の主要項目 ※３　営業外費用の主要項目

 

支払利息 7,361千円

不正流用損失 15,958千円

　

 

支払利息 16,931千円

投資事業組合損失 17,020千円

不正流用損失 14,240千円

　

 

支払利息 17,730千円

不正流用損失 39,484千円

　

※４　特別利益の主要項目 ※４　特別利益の主要項目 ※４　特別利益の主要項目

 

固定資産売却益 318千円

　

 

投資有価証券売却益 515,537千円

　

 

固定資産売却益 324千円

投資有価証券売却益 563,007千円

関係会社株式売却益 171,653千円

　

※５　特別損失の主要項目 ※５　特別損失の主要項目 ※５　特別損失の主要項目

 

固定資産除売却損 29,199千円

投資損失引当金繰入額 100,000千円

減損損失 2,368千円

過年度不正流用損失 1,149千円

　

 

固定資産除却損 41,638千円

投資有価証券売却損 16,465千円

投資損失引当金繰入額 475,876千円

　

 

固定資産除売却損 44,103千円

投資事業整理損 615,000千円

投資損失引当金繰入額 10,500千円

減損損失 7,691千円

過年度不正流用損失 1,149千円

　

※６　固定資産除売却損の内訳 ※６　固定資産除売却損の内訳 ※６　固定資産除売却損の内訳

 

（除却損）  

建物 6,980千円

器具備品 344千円

原状回復費等 21,815千円

（売却損）  

電話加入権 59千円

計 29,199千円

　

 

（除却損）  

建物 14,590千円

器具備品 198千円

原状回復費等 26,849千円

計 41,638千円

　

　

（除却損）  

建物 14,355千円

器具備品 2,683千円

原状回復費等 27,003千円

（売却損）  

電話加入権 59千円

計 44,103千円

　

※７　減損損失 ――――― ※７　減損損失

　当社は固定資産の減損に係る会計基準

の適用に当たって、機器関連事業、ネット

ワーク関連事業、共用資産及び遊休資産

を基礎としてグルーピングし、以下の資

産について減損損失を計上しておりま

す。

 　当社は固定資産の減損に係る会計基準

の適用に当たって、機器関連事業、ネット

ワーク関連事業、共用資産及び遊休資産

を基礎としてグルーピングし、以下の資

産について減損損失を計上しておりま

す。

 

用途 遊休資産

種類 電話加入権（利用休止分）

　

  

用途 遊休資産

種類 電話加入権（利用休止分）

　

　当該資産については、遊休資産であるこ

とから帳簿価額を回収可能価額（実質取

引価額）まで減額し、当該減少額2,368千

円を減損損失として計上しております。

 　当該資産については、遊休資産であるこ

とから帳簿価額を回収可能価額（実質取

引価額）まで減額し、当該減少額7,691千

円を減損損失として計上しております。
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前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※８　過年度不正流用損失 ───── ※８　過年度不正流用損失

　当社社員による会社資産の横領に伴い、

平成13年３月31日終了事業年度から前事

業年度までの各事業年度の財務諸表に対

して、売上原価の振替及び消費税の修正

を必要とする影響が生じておりますが、

その金額が僅少であるため、未払過年度

消費税1,149千円及び過年度不正流用損

失1,149千円を当中間会計期間に一括計

上して訂正しております。

　なお、各事業年度における要訂正額の内

訳は以下のとおりであります。

 　当社社員による会社資産の横領に伴い、

平成13年３月31日終了事業年度から前事

業年度までの各事業年度の財務諸表に対

して、売上原価の振替及び消費税の修正

を必要とする影響が生じておりますが、

その金額が僅少であるため、未払過年度

消費税1,149千円及び過年度不正流用損

失1,149千円を当事業年度に一括計上し

て訂正しております。

　なお、各事業年度における要訂正額の内

訳は以下のとおりであります。

過年度売上原価訂正額  過年度売上原価訂正額

 

平成13年３月期 △461　千円

平成14年３月期 △2,168　千円

平成15年３月期 △6,509　千円

平成16年３月期 △8,765　千円

平成17年３月期 △21,312　千円

平成18年３月期 △22,998　千円

計 △62,215　千円

　

  

平成13年３月期 △461　千円

平成14年３月期 △2,168　千円

平成15年３月期 △6,509　千円

平成16年３月期 △8,765　千円

平成17年３月期 △21,312　千円

平成18年３月期 △22,998　千円

計 △62,215　千円

　

過年度不正流用損失  過年度不正流用損失

 

平成13年３月期 461　千円

平成14年３月期 2,168　千円

平成15年３月期 6,509　千円

平成16年３月期 8,765　千円

平成17年３月期 21,312　千円

平成18年３月期 22,998　千円

計 62,215　千円

　

  

平成13年３月期 461　千円

平成14年３月期 2,168　千円

平成15年３月期 6,509　千円

平成16年３月期 8,765　千円

平成17年３月期 21,312　千円

平成18年３月期 22,998　千円

計 62,215　千円

　

過年度消費税訂正額  過年度消費税訂正額

 

平成18年３月期 1,149　千円

計 1,149　千円

　

  

平成18年３月期 1,149　千円

計 1,149　千円
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（１株当たり情報）

　　（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

　

１株当たり純資産額 842.37円

１株当たり中間純損失金額 45.26円

　

　

１株当たり純資産額 784.08円

１株当たり中間純損失金額 14.56円

　

　

１株当たり純資産額 810.79円

１株当たり当期純損失金額 73.06円

　

　潜在株式調整後１株当たり当中間純利益金

額については、１株当たり中間純損失が計上

されているため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり当中間純利益金

額については、１株当たり中間純損失が計上

されているため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

については、１株当たり当期純損失が計上さ

れているため記載しておりません。

　（注）　１株当たり中間（当期）純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１株当たり中間（当期）純損失金額    

中間（当期）純損失（千円） 625,286 200,454 1,007,601

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純損失（千円） 625,286 200,454 1,007,601

期中平均株式数（株） 13,816,709 13,764,430 13,790,995

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間（当期）純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式の概要

新株予約権３種類（新株予

約権の数は2,681個）。概要

は「第４　提出会社の状況、

１　株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載の

とおりであります。

新株予約権４種類（新株予

約権の数は2,352個）。概要

は「第４　提出会社の状況、

１　株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載の

とおりであります。（注）

新株予約権４種類（新株予

約権の数は2,636個）。概要

は「第４　提出会社の状況、

１　株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載の

とおりであります。

　　（後略）
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独立監査人の中間監査報告書

 

 

   平成21年５月18日

株式会社フォーバル    

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人トーマツ  

 

 
指定社員

業務執行社員

 

 
公認会計士 髙　橋　正　伸　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 東　葭　　新　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フォーバルの平成18年４月１日から平成19年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成18年４月１

日から平成18年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連

結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連

結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の

表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要

に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意

見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基

準に準拠して、株式会社フォーバル及び連結子会社の平成18年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関す

る有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

　「第５経理の状況　２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 

 

   平成21年５月18日

株式会社フォーバル    

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人トーマツ  

 

 
指定社員

業務執行社員

 

 
公認会計士 髙　橋　正　伸　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 東　葭　　新　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社フォーバルの平成19年４月１日から平成20年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成19

年４月１日から平成19年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算

書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連

結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の

表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要

に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意

見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基

準に準拠して、株式会社フォーバル及び連結子会社の平成19年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間（平成19年４月１日から平成19年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関す

る有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

　「第５経理の状況　２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 

 

   平成21年５月18日

株式会社フォーバル    

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人トーマツ  

 

 
指定社員

業務執行社員

 

 
公認会計士 髙　橋　正　伸　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 東　葭　　新　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フォーバルの平成18年４月１日から平成19年３月31日までの第27期事業年度の中間会計期間（平成18年４月１日

から平成18年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変

動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社フォーバルの平成18年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成18年４

月１日から平成18年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

　「第５経理の状況　２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間財務諸表について中間監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 

 

   平成21年５月18日

株式会社フォーバル    

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人トーマツ  

 

 
指定社員

業務執行社員

 

 
公認会計士 髙　橋　正　伸　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 東　葭　　新　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社フォーバルの平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第28期事業年度の中間会計期間（平成19年

４月１日から平成19年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主

資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社フォーバルの平成19年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成19年４

月１日から平成19年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

　「第５経理の状況　２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間財務諸表について中間監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。
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